
 

 

  

 

 

 

 

 

今年度は、「対話的な学び」に着目して授業を分析し、「対話を充実させることが主体的・対話的で

深い学びの実現と授業改善につながるか」を省察してきました。研究員の考えをまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

◆「もの」との対話  

＝教科書、資料等の教材や事象等との対話 
 

◆「他者」との対話  

＝子供同士、教師、地域の人等との対話 
 

◆「自分」との対話（自己内対話） 

＝自分の知識や経験、疑問、気付き等を関連づけ

たり整理したりしながら思考を再構築していく 

「自分の内面」における対話 

  

 

研究員が考える対話的な学び 

「もの」、「他者」、「自分」との対話を通して自分の考えと他の考えとの違いを比較しながら思考を再構築

させていき、納得解・最適解を得ながら考えを広げ深めていく学び。 
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 子供の学びを広げ深める授業づくり 
～「対話的な学び」に着目して～ 

 

対話を充実させていく教師の『しかけ』 

対話を充実させていくための 『しかけ』＝ 

「授業展開」・「かかわり」・「ツール」・「学習形態」 

を適切に仕組んでいくことが大切です。 

仕組んでいく方法は子供の実態や授業の展開によっ

て様々ですが、どの授業においても『しかけ』が右のよ

うな学びの連続を生み出すように作用していくことで、

対話による学びは一層広がり深まっていきます。 

 
 

 自分が獲得したことや考えたことをその都度振り

返り、学びや変容を自覚していく。 

 

 

 

 
 

『しかけ』の作用 

 研究員号！ 

学習活動の中で「もの」や「他者」との対話が起こると、同時に自分の中でも既習の知識や経験と他の見方や考え方

とが結びついた「自分」との対話（自己内対話）が起こります。このような自己内対話は、新しい気付きや視点を生み

出し、自分の考えをより確かなものへと再構築させていきます。そして納得解・最適解が導き出されていきます。 

「もの」や「他者」との対話は自己内対話を深化させていき、学びの広がり深まりを生み出していきます。 



 

 

 「もの」「他者」「自分」との対話は、学習活動の様々な場面で起こります。「対話的な学び」に着目

して授業を分析し省察した結果、教師の手立てとそこから生まれる子供の学びについて、３つの授業か

ら対話が充実している事例を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 教師の手立て 事例 子供の学び 

「
も
の
」
と
の
対
話 

・導入の場面では、学

ぶ必然性のある課題

や場面の設定をし

て、子供の問いを引

き出し、多様な意見

を生み出させる。 

 中学校２年生 理科  

 

・課題を自分事にして主

体的に取り組むこと

ができる。 

「
他
者
」
と
の
対
話 

・課題について考える

場面では、子どもを

様々な「もの」や「他

者」とつなぐ交流の

機会を設け、多面

的・多角的に考えさ

せる。 

 

・「もの」や「他者」と

の対話をつなぎなが

ら切り返しを行う。 

 小学校２年生 道徳  

 

・他者との共通点や相違

点から思考を活性化

させ、根拠を明らかに

することができる。 

 

・思考が揺さぶられ、深

く考えることができ

る。 

「
自
分
」
と
の
対
話
（
自
己
内
対
話
） 

・「もの」や「他者」と

の対話の内容を振り

返り、必要な時には

深く考える時間を確

保する。 

 

・学んだ内容と共に、

自己内対話の経過も

書き記す習慣をつけ

る。 

 小学校２年生 算数  

 

・自分の思考を自覚する

ことができる。 

 

・書き記すことで学びの

足跡を残し、活用する

ことができる。 

お問い合わせ先 … 嶺南教育事務所 研修課 (0770-56-1302) 

  

このように、教師が子供の意見をつなぎ、ねらいの到達へ導いていく活動と振り返りを切れ目なく繰り返し行うこ

とで、子供たちは課題について何度も考え思考の再構築を繰り返すことができます。その思考を双方向にやりとりす

ることで対話的な学びが充実します。 

 そのためには、指導内容、子供の実態、育てたい力、研究主題などを詳細に分析し、実践、省察、改善していくよ

うな丁寧な教材研究を協働で行うことが欠かせません。また、自分の考えを思ったように発言でき、丸ごと受け止め

てもらえる学級の雰囲気づくりに努め、あらゆる方向から対話的な学びを支える土台を強化することが大切です。 

 

Ａさんは私と違う囲
み方をしていたけれ
ど、式はどうなるんだ
ろう。 

９は９なのに「どうやって
出てきた」って聞かれても
…。 
どう答えればいいんだろ
う。 

空気がいっぱい入っ
てあふれたから？ 水に押されたから？ 

なんで 
飛んだんやろ。 

どうやったら 
飛ぶん？ 

思ったより 
飛んだなあ。 

①「だめだと思
ったから」って
何がだめなの
かな。 

②れいじさん
が泣いている 
ことかな。 

④二人だけが楽しんでいた
らだめだって たくやさん
は気づいたんだ。 

③二人だけがゲーム
をしていたからだよ。 

間違ったと思った
けれど、Ｂさんと 
同じだ。 
たし算の考え方で
もいいんだな。 

９は３×３＝９
と書かないと 
いけないことが
分かった。 


